
                
 
 
 
 

 
 

 

 

収穫の時期が楽しみです 

 八雲町立浜松小学校 校長 中田 和久   

 新緑が目に鮮やかな季節となりました。春は美しい花や若葉が目を楽しませてくれますし、風も心地よ

く心が躍ります。４月下旬から５月初旬は二十四節気では「穀雨」といって、地上にあるたくさんの穀物

に、たっぷりと水分と栄養がため込まれ、元気に育つよう、天からの贈り物でもある恵みの雨が、しっと

りと降り注いでいる時期になります。子どもたちは、一つ上の学年になり、どんな１年にしたいか、どん

な自分になりたいかなどのめあてを考え、張り切って学習や生活に取り組み始めています。先生方が子ど

もたちに全力で支援している様子は、どこか穀雨と重なる部分があるように感じました。どちらも収穫（

子供の成長・学習の成果）の時期がとても楽しみです。 

さて、これまで学校はコロナ禍における教育活動を、衛生管理マニュアルに沿った形で行ってまいりま

した。今後の学校教育活動についても同様の取組を行いますが、状況等を慎重に判断して、コロナ前の教

育活動を見直し、すべてを元に戻すのではなく、今までの良いところは残しながら、実態に合わせて新し

いものを作っていこうと考えています。子どもたちの未来のために、地域の皆様と力を合わせて、よりよ

い教育環境を築いてまいりたいと考えています。今後とも、ご支援・ご協力を賜りますよう、何とぞよろ

しくお願い申し上げます。 

最後に、本年度の教育計画を掲載させていただきました。8月と12月には、この計画をもとに保護者・

地域アンケートを実施させていただきます。どうぞご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はままつ  

 

浜松小学校『学校だより』  № ２ 

《重点教育目標》「わかる できる つかえる 伝わる」を実感できる子の育成 

八雲町浜松239 TEL62－2462 FAX62－3190  

学校HP: https://www.town.yakumo.lg.jp/site/hamamatsu-es/ 令和５年４月２８日 

【学校教育目標】 

ふるさとを愛し  たくましく未来を拓く子ども 

○かんがえる子 ○やさしい子 ○がんばりぬく子 

令和５年度 重点教育目標 

「わかる、できる、つかえる、 

伝わる」を 実感できる子の育成 

■ 八雲中学校区 小中一貫型 

コミュニティ・スクール 
 「目指す子ども像」 

郷土を愛し、未来を築く人間 
○健康な生徒（体）  
○創造する生徒 
○実行する生徒（意） 
○感動する生徒（徳・情） 

 

 

 

 

八雲町浜松小学校 

令和５年度 

学校経営計画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

５月の主な行事予定 

１日（月） 全校朝会 

２日（火） 春の遠足（森町オニウシ公園） 

３日（水） 憲法記念日 

４日（木） みどりの日 

５日（金） こどもの日 

９日（火） 知能検査（４年） 

１０日（水） 移動図書 

１２日（金） 春の遠足予備日 

１６日（火） 内科検診、リーディングスキルテスト 

１７日（水） クラブ① 

１８日（木） 学力検査（４・５年）エナジータイム 

１９日（金） 防犯訓練 

２４日（水） 児童会活動④ 

２５日（木） エナジータイム 

３１日（水） クラブ② 

６月１日（木） 開校記念日 

日曜参観へのご参加、ありがとうございました！ 
 ４月１６日（日）に今年度最初の参観日を実施しました。 

日曜日にもかかわらず、すべてのご家庭の保護者の皆様に参観していた 

だくことができました。新学期がスタートしてから、一週間ということ 

もあり、子供たちは少し緊張気味ではありましたが、学級担任の指導の 

もと、真剣な学習への取組をみることができたと思います。 

 その後のPTA総会、子ども育成会総会、全体懇談会にも、すべての 

ご家庭の保護者の皆様にご参加いただきました。本当にありがとうござ 

いました。 

 ４月１３日に、交通安全教室を実施しました。自転車または

徒歩で学校を出発し、５号線を渡って浜側の踏切までのコース

で安全な自転車の乗り方や歩き方の練習をしました。今回は自

転車に乗るときに「右よし、左よし、後ろよし。」と声に出し

て確認をし、安全意識が高まるよう配慮 

しました。町の交通安全指導員の方々に 

も来ていただき、カーブや横断歩道での 

注意事項もご指導いただきました。 

 今回学んだことを、日常の交通安全に 

生かし、「自分の命は自分で守る」気持 

ちが高まるよう、ご家庭でもご指導いた 

だければ幸いです。 


